
　

放
射
線
は
病
院
や
原
子
力
発
電

所
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
空
気
を

吸
っ
た
り
、
物
を
食
べ
た
り
な
ど
、

実
は
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ

け
で
放
射
線
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
放
射
能

　

放
射
線
を
出
す
物
質
を「
放
射

性
物
質
」、
放
射
線
を
出
す
能
力

を「
放
射
能
」と
い
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
ヶ
月
が
経
ち
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
復

旧
・
復
興
に
向
か
い
、
被
災
地
で
は
一
歩
一
歩
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
、
放
射
性
物
質
へ
の
不
安
は

ま
だ
ま
だ
拭
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

不
確
実
な
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
確
な
情
報
を
把
握

し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

報
道
な
ど
で
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
放
射
線
に
つ
い
て
少

し
ご
説
明
し
な
が
ら
、御
代
田
町
で
の
測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

御
代
田
町
の
放
射
線
の
現
状

　

放
射
性
物
質
に
よ
る
人
体
へ
の

影
響
は
、
放
射
性
物
質
の
種
類
や

放
射
線
の
種
類
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
き
さ
を
考
慮
し
た「
シ
ー
ベ
ル

ト
」と
い
う
単
位
で
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
放
射
性
物
資
の
量
を
表
す

単
位
は「
ベ
ク
レ
ル
」と
い
い
、
こ

の
数
値
を
単
純
に
比
較
し
て
も
、

人
体
へ
の
影
響
度
合
い
を
比
較
し

た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

放
射
能
と
放
射
線
の
違
い
は
？

ベ
ク
レ
ル
と
シ
ー
ベ
ル
ト
っ
て
何
？

■
放
射
線

　

放
射
線
は
、
放
射
性
物
質
か
ら

出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
、

電
磁
波
や
高
速
の
粒
子（
ヘ
リ
ウ
ム

原
子
核
や
電
子
な
ど
）の
こ
と
で

す
。
代
表
的
な
放
射
線
と
し
て
は
、

ア
ル
フ
ァ
線（
α
線
）、
ベ
ー
タ
線

（
β
線
）、
ガ
ン
マ
線（
γ
線
）の
ほ

か
に
も
、
中
性
子
線
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
な
ど
で
使
わ
れ
る
エ
ッ
ク
ス

線
は
、
ガ
ン
マ
線
の
仲
間
で
す
。

■
ベ
ク
レ
ル（
Bq
）

　

放
射
性
物
質
が
放
射
線
を
出
す

能
力（
放
射
性
物
質
の
量
）を
表
す

単
位
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）

　

人
が
放
射
線
を
受
け
た
と
き
の

影
響
を
表
す
単
位
で
す
。

　
（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
シ
ー
ベ
ル

ト
の
１
０
０
０
分
の
１
で
、
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
の
１
０
０
０
分
の
１
で
す
）

胸部CT検査胸部CT検査
6.96.9mSvmSv

大地から大地から
0.5mSv0.5mSv

胸のX線検診（集団検診）胸のX線検診（集団検診）
0.05mSv0.05mSv

発電所などで働く作業者に対発電所などで働く作業者に対
する制限（年間）する制限（年間）

5050mSvmSv

1人当たりの年間1人当たりの年間
自然放射線量（世界平均）自然放射線量（世界平均）

2.4mSv2.4mSv

東京・ニューヨーク間東京・ニューヨーク間
航空機による往復航空機による往復

0.2mSv0.2mSv

放射線量と人体への影響

mSv＝ミリシーベルト
出典：資源エネルギー庁「原子力2010」ほか
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